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通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向を踏まえ、2026 年５月 13 日に公表しました 2027 年３月期の

通期連結業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

記 

１．通期連結業績予想の修正について 

 2027年３月期 通期連結業績予想数値の修正（2026年４月１日～2027年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ）
百万円 

213,000 

百万円 

19,000 

百万円 

19,200 

百万円 

13,500 

円 銭 

229.62 

今回修正予想（Ｂ） 217,000 21,500 22,200 16,000 272.10 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 4,000 2,500 3,000 2,500 － 

増 減 率 （ ％ ） 1.9 13.2 15.6 18.5 － 

（ご参考）前期実績 

（202 6 年３月期） 
206,441 19,408 20,152 14,642 249.08 

 

２．修正の理由 

当中間連結会計期間における当社グループの連結業績につきましては、本日公表の

「2027 年３月期 第２四半期（中間期）決算短信〔日本基準〕（連結）」のとおり、主力

となる国内インテリアセグメントにおいて、中東情勢の緊迫化など外部環境が大きく変

化する中、原油やナフサ等の粗原料価格の高騰に連動した調達・物流コストの上昇が顕

在化しました。そのような中、商品の安定供給や各市場におけるきめ細かな営業活動に

努めたほか、本年７月に商品価格改定を実施したことや、仕入先工場の火災事故に伴う

供給制約の解消が進んだことが、全体の業績を牽引しました。さらに、特別利益に助成

金収入や退職給付制度終了益等を計上したことも寄与した結果、売上高および各利益に

つきましては、いずれも前回公表時（2026 年５月 13 日公表）の通期連結業績予想に対

して堅調に進捗しております。 

通期の連結業績予想につきましては、前回公表時に織り込んでいない中東情勢に起因

する影響や本年７月に実施した価格改定の浸透等の見通しを勘案した上で、業績予想の

見直しを行った結果、前回公表数値を上方修正することといたしました。詳細につきま

しては、本日公表の「2027 年３月期 第２四半期（中間期）決算補足説明資料」をご覧

ください。 

 



※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しており、不

確実な要素が含まれ変動する可能性を有しております。従いまして、実際の業績は今

後さまざまな要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


